
2020.07.27

ビル3



1 モクラボとは

〝九州〟に中層・中大規模木造を広める研究活動
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木造生産システムに関わるすべての方々を集って



1 モクラボとは

2

福岡を拠点とする一級建築士の設計チーム
モクラボの運営をおこなう
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九州は
製材生産
が多い

2 モク3ビルとは
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九州は
全国有数の
林産地域

2 モク3ビルとは

50年生を過ぎた
伐採適齢期

持続可能な
森林資源の循環利用
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九州に既成する木造生産システム

2 モク3ビルとは

スギ・ヒノキ製材
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2 モク3ビルとは

九州の木造生産システムに寄り添う
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九州でもっとも多く生産されている製材を利用する

2 モク3ビルとは

スギ・ヒノキ120幅の住宅用流通製材
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2 モク3ビルとは

住宅レベルの技術ノウハウで建築可能

既成の機械や工法を使用できるため、コスト削減
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2 モク3ビルとは

浮羽地域大川地域

JAS材と仕上げ材の工場と協働

朝倉地域

八女地域



3 プランの解説
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在来軸組工法による木造3階建オフィスビル

プランの解説

3ビル
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11

3 プランの解説

参考に敷地を想定し、設計モデルを作成。

前提条件は、木造3階建てのオフィスビルです。各階別々の貸オフィスで想定。

敷地の変更、一棟貸しや、自社ビルへの変更も可能。

設計モデルの提案



敷地仮設定/敷地条件
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3 プランの解説



・軸組工法を採用する。

（「120幅の住宅用流通製材」と「既成の木造生産システム」の活用）

・九州産の木材（スギ・ヒノキ等）のみで

構造躯体・仕上げが構成できることを明らかにする。

・2面道路に開いた開放感のある空間とする。

（住宅の構造設計ではほぼ用いられない「偏心率の確認」を活かす）

・住宅用流通製材による平行弦トラス梁（7.7m）により、

大きなワンルームの空間でフレキシブルに使える。

・柱と梁が木で、内部に見え外観からも

木造を認識できる仕上げとする。

コンセプト

空間の抜けイメージ
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offiice
EV

階段

ホール

3 プランの解説



2.3階平面図

14S=1/200 平面図

共用部以外は、テナント工事。

各階でレイアウトの変更可能。

様々な働き方に対するオフィス空間を提案可能。

各階床面積

共用部（階段、EV、ポーチ、ENT、PS）

専有部（事務所）

3 プランの解説

1階平面図

：130㎡×3=390㎡

： 23 ㎡×3=69㎡

：107㎡×3=321㎡

レンタブル比：82%



15N.S 仕上表

仕上材の選定（防・耐火、遮音、断熱）に配慮した性能仕様

3 プランの解説



16N.S 外観パース

3 プランの解説



17

3 プランの解説

N.S 外観パース
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構造躯体イメージ

3 プランの解説



19N.S 内観パース

3 プランの解説

明るく開放的で、木に囲まれたオフィス空間 南西側をみる
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構造躯体イメージ

3 プランの解説



明るく開放的で、木に囲まれたオフィス空間

21N.S 内観パース

南東側をみる

3 プランの解説
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構造躯体イメージ

3 プランの解説

完成イメージ



23S=1/20 省力化ユニット検討図1

3 プランの解説

省力化ユニット01 平行弦トラス梁ユニット

1. ユニット化により現場の施工性を高めた。
2. 住宅用流通製材と汎用的な金物を利用して

地元での工場生産を可能にした。
3. 大断面集成材を用いないので、木材使用量

を減らせ、材料費を抑制した。
4. 下弦材のみを表しにし、燃えしろを必要と

する範囲を少なくした
5. 梁腹が空いているので、配管・配線が

容易になった。

梁ユニットと天井部との納まりから
遮音機構を取り入れやすいディテールを設計
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構造躯体イメージ

3 プランの解説

完成イメージ
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3 プランの解説

省力化ユニット02
化粧付き耐力壁ユニット

Pre-fabricated 
3つの性能を工場生産で一体化

構造耐力

防火被覆

上質な仕上げ

t15 構造用合板

間柱
受材

管柱

柱被覆(45分)：t15 せっこうボード

t15 スギ幅接ぎパネル

S=1/20 省力化ユニット検討図2



26S=1/20

断面の詳細検討で、意匠性と構造架構、遮音機構の整合を確認

3 プランの解説

屋外から見える「木の表しの美しさ」を他の設計条件と調整

省力化ユニット検討図2

省力化ユニットと意匠
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3 プランの解説

構造躯体イメージ
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3 プランの解説



3階柱頭柱脚金物配置図

29N.S 構造検討図

耐力壁筋交いの配置検討をおこなう

1階柱頭柱脚金物配置図 2階柱頭柱脚金物配置図

ブレース配置検討図

3 プランの解説



柱梁接合部詳細図

2,3階床伏図

筋交い詳細図

30N.S 構造接合部検討図

柱梁接合部、耐力壁筋交いの詳細検討をおこなう

住宅用金物工法で建築できる

さらに中層中大規模により適した接合部の提案もおこなう

3 プランの解説
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木造3階建オフィスビルの法チェック

N.S 法チェック

3 プランの解説



32N.S 仕様標準表

防耐火の仕様：法令上の材料と実際の商品との照らし合わせ

3 プランの解説



4 学びと未来
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モク3ビル 鉄骨造3階建

1億280万円 1億287万円

うち躯体下地関連

3,560万円
うち躯体下地関連

3,565万円

同一プランの概算工事費

鉄骨造と同等




